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１．出題の趣旨

データに基づいて不確定な事象を考察する場面において，次のことができるかどうかを

みる。

・数学的に表現したことを事象に即して解釈すること

・解決の過程や結果を批判的に考察すること

・事象を数学的に解釈し，その根拠を数学的な表現を用いて説明すること

日常生活や社会の事象を考察する場面では，表やグラフなどからデータの傾向を適切に読み

取り，それらを基に判断の理由を説明することが求められる場合がある。その際，グラフや代

表値を用いてデータの傾向を捉え説明することが大切である。

本問では，５月のＡ市のキャンプ場の過ごしやすさを判断するために，Ａ市の気候について，

調べたことを表やヒストグラムなどに整理して分析し，それらからデータの傾向を捉える場面

を設定した。この場面において，ヒストグラムから気温差と日数の分布の様子を読み取った上

で，気温差の度数分布表から各階級に含まれる日数の相対的な大きさを示す値として相対度数

が用いられていることを，事象に即して解釈する状況を設けた。さらに，気温差の度数分布多

角形から，「日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」

ことを捉える文脈を設定した。
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２．解説

設問(１)

趣旨

ヒストグラムからある階級の度数を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。

■評価の観点

数量や図形などについての知識・理解

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

８ (1) １ ６ と解答しているもの。 ◎

２ ９ と解答しているもの。

３ ８ と解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は，気温差のヒストグラムから，気温差が９℃以上１２℃未満の階級の度

数を読み取ることができている。

○ 【解答類型２，３】は，気温差のヒストグラムから，気温差が９℃以上１２℃未満の階級

の度数を正しく読み取ることができなかったと考えられる。
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設問(２)

趣旨

相対度数の必要性と意味を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。

■評価の観点

数量や図形などについての知識・理解

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

８ (2) １ ア と解答しているもの。

２ イ と解答しているもの。

３ ウ と解答しているもの。

４ エ と解答しているもの。 ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は，気温差の度数分布表において，２つの分布の傾向を比べるために相対

度数を用いるのは，日照時間が「６時間未満」と「６時間以上」の日照時間が違うからであ

ると捉えたと考えられる。

○ 【解答類型２】は，気温差の度数分布表において，２つの分布の傾向を比べるために相対

度数を用いるのは，日照時間が「６時間未満」と「６時間以上」の気温差が違うからである

と捉えたと考えられる。

○ 【解答類型３】は，気温差の度数分布表において，２つの分布の傾向を比べるために相対

度数を用いるのは，日照時間が「６時間未満」と「６時間以上」の階級ごとの度数が違うか

らであると捉えたと考えられる。

○ 【解答類型４】は，相対度数の必要性と意味を理解していると考えられる。
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設問(３)

趣旨

データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。

■評価の観点

数学的な見方や考え方

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

８ (3) （正答の条件）

次の(a)，(b)について記述しているもの。

(a) ６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の方が右側

にあること。

(b) 日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にあ

ること。

（正答例）

・ ２つの度数分布多角形が同じような形で，６時間未満の度数分布多角形より

も６時間以上の度数分布多角形の方が右側にある。したがって，日照時間が６

時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある。

（解答類型１）

8

−44−



１ (a)，(b)について記述しているもの。 ◎

(a)のみを記述しているもの。

（正答例）

・ ２つの度数分布多角形において，６時間未満よりも６時間以上の方が

２ 右側にあるから。 ○

・ ２つの度数分布多角形において，６時間以上よりも６時間未満の方が

左側にあるから。

３
(a)について，２つの度数分布多角形の位置が異なることのみを記述している

もの。（(b)についての記述がないものを含む。）

４ ２つの度数分布多角形の形状のみを記述しているもの。

５ ２つの度数分布多角形の山の高さの比較について記述しているもの。

６
上記５以外で，度数分布多角形について，最小値，最大値，最頻値（度数が

最大の階級の真ん中の値）など，ある点を比較して記述しているもの。

７ 度数分布多角形の相対度数に着目して記述しているもの。

８
上記以外で，度数分布多角形から読み取れることを記述しているもの。（(b)

についての記述がないものを含む。）

９
(a)について，度数分布多角形を根拠にしているが，読み取りを誤って記述し

ているもの。（(b)についての記述がないものを含む。）

10 度数分布多角形の読み取りを誤って記述しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

本設問では，日常生活や社会の事象を考察する場面において，ある事柄が成り立つ理由を数

学的な表現を用いて説明することを求めている。（P.８参照）

説明する際には，「日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向

にある」ことが主張できる根拠として，６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数

分布多角形の方が右側にあることを記述する必要がある。その上で，成り立つ事柄として，「日

照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」ことを記述する

必要がある。

○ 【解答類型１】は，根拠として，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数

分布多角形の方が右側にある」ことを記述し，それによって説明すべき事柄として，「日照

時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」ことを記述して

いる。

○ 【解答類型２】は，根拠として，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数

分布多角形の方が右側にある」ことのみを記述している。
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○ 【解答類型３】は，根拠として，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数

分布多角形の方が右側にある」ことを記述していないが，２つの度数分布多角形の位置が異

なることを記述している。具体的な例としては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ６時間未満の度数分布多角形と６時間以上の度数分布多角形がずれていることか

ら，６時間以上の方が気温差が大きい傾向にある。

・ ６時間未満の度数分布多角形と６時間以上の度数分布多角形がずれているから。

○ 【解答類型４】は，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の

方が右側にある」ことを明示せずに，２つの度数分布多角形の形状についてのみを記述して

いる。具体的な例としては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ６時間以上の度数分布多角形も，６時間未満の度数分布多角形も同じような形に

なっているから。

・ ６時間未満の度数分布多角形よりも，６時間以上の度数分布多角形の方が傾き

が急になっているから。

○ 【解答類型５】は，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の

方が右側にある」ことを明示せずに，２つの度数分布多角形の山の高さの比較についてのみ

を記述している。具体的な例としては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ６時間未満の度数分布多角形の頂点よりも６時間以上の度数分布多角形の頂点の

方が高いから。

○ 【解答類型６】は，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の

方が右側にある」ことを明示せずに，度数分布多角形について，最小値，最大値，最頻値

（度数が最大の階級の真ん中の値）など，ある点を比較して記述している。具体的な例と

しては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ６時間未満の度数分布多角形と６時間以上の度数分布多角形の最小値を比べる

と，６時間以上の度数分布多角形の方が大きいから。
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○ 【解答類型７】は，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の

方が右側にある」ことを明示せずに，度数分布多角形の相対度数を比較して記述している。

具体的な例としては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ６時間以上の度数分布多角形の方が相対度数が大きいから。

○ 【解答類型８】は，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の

方が右側にある」こと以外で，度数分布多角形から読み取れることを記述している。具体的

な例としては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ６時間以上の度数分布多角形は，９℃以上２１℃未満までになっている。

○ 【解答類型９】は，「６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の

方が右側にある」ことについて，度数分布多角形を根拠にしているが，度数分布多角形につ

いての読み取りを誤って記述している。具体的な例としては，以下のようなものが想定され

る。

（例）

・ ６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の方が左側にあ

るから。

○ 【解答類型10】は，度数分布多角形についての読み取りを誤って記述している。具体的な

例としては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ６時間未満の度数分布多角形で相対度数が最も大きい階級は，９℃以上１２℃未

満である。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

｢４２０分未満より４２０分以上の女子の方が

H29B５(3) 合計点が高い傾向にある」と主張できる理 18.0％ P.121～ P.127 P.140～ P.146

由を，グラフの特徴を基に説明する
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数学９ 平行線や角の性質を基に，図形を考察すること（三角定規）
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１．出題の趣旨

図形の性質を考察する場面において，次のことができるかどうかをみる。

・事象に即して解釈したことを数学的に表現すること

・筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理由を説明すること

・解決の方針を立てること

図形の性質を考察する場面では，予想した事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えることや

条件を保ったまま図形を動かしても成り立つ事柄を見いだすことが大切である。

本問では，合同な図形の性質や平行線の性質などを用いて，２つの三角定規を組み合わせて

できる四角形について考察する場面を取り上げた。具体的には，四角形ＡＢＣＥが平行四辺形

になることを，平行四辺形になるための条件を用いて説明する文脈を設定した。さらに，２つ

の三角定規が重なったところにできる四角形ＡＰＤＱが長方形になることを示す上で，∠ＡＰＤ

が９０°となることを説明するために，錯角が等しいことの根拠となる２直線の位置関係を明ら

かにする状況を設けた。また，動かす三角定規を変え，条件を保ったまま△ＧＨＩを動かした

とき，四角形ＡＲＧＳの内角についていつでも成り立つ性質を見いだし，数学的に表現する文

脈を設定した。

２．解説

設問(１)

趣旨

平行四辺形になるための条件を用いて，四角形が平行四辺形になることの理由を説明

することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三

角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。

イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。

ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に

確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。

■評価の観点

数学的な見方や考え方

9

−49−



解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ (1) （正答の条件）

アを選択し，次の(a)，(b)について記述しているもの，又は，イを選択し，次の

(c)，(d)について記述しているもの。

(a) ＡＢ＝ＣＥ

(b) ＢＣ＝ＥＡ

(c) ∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ

(d) ∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ

（正答例）

〈アを選択した場合〉

・ ＡＢ＝ＣＥ ……①

ＢＣ＝ＥＡ ……②

①，②より，２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形であ

る。（解答類型１）

〈イを選択した場合〉

・ ∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ ……①

∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ＝１２０° ……②

①，②より，２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形であ

る。（解答類型５）

１ ア (a)，(b)について記述しているもの。 ◎

２ を (a)のみを記述しているもの。又は，(b)のみを記述しているもの。

３ 選 上記以外の解答

４ 択 無解答

５ イ (c)，(d)について記述しているもの。 ◎

６ を (c)のみを記述しているもの。又は，(d)のみを記述しているもの。

７ 選 上記以外の解答

８ 択 無解答

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

本設問では，図形についての考察場面において，ある事柄が成り立つ理由を数学的な表現を

用いて説明することを求めている。（P.８参照）

説明する際には，四角形ＡＢＣＥにおいて，「２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，

平行四辺形である」ことの根拠として，ＡＢ＝ＣＥ，ＢＣ＝ＥＡ を記述する必要がある。又は，

四角形ＡＢＣＥにおいて，「２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形である」

ことの根拠として，∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ，∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ を記述する必要がある。

解答類型１～３については，説明すべき事柄として「ア ２組の向かい合う辺がそれぞれ

等しい四角形は，平行四辺形である。」を選択し，その根拠を記述しているものである。

○ 【解答類型１】は，根拠として，ＡＢ＝ＣＥ，ＢＣ＝ＥＡ を記述している。

○ 【解答類型２】は，ＡＢ＝ＣＥ 又は ＢＣ＝ＥＡ のどちらか一方のみを記述している。具

体的な例としては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ＡＢ＝ＣＥ

○ 【解答類型３】は，「２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形である」

ことの根拠について誤って記述している。

解答類型５～７については，説明すべき事柄として「イ ２組の向かい合う角がそれぞれ

等しい四角形は，平行四辺形である。」を選択し，その根拠を記述しているものである。

○ 【解答類型５】は，根拠として，∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ，∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ を記述している。

○ 【解答類型６】は，∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ 又は ∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ のどちらか一方のみを記

述している。具体的な例としては，以下のようなものが想定される。

（例）

・ ∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ

○ 【解答類型７】は，「２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形である」

ことの根拠について誤って記述している。

9
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設問(２)

趣旨

錯角が等しくなるための，２直線の位置関係を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし,平行線

の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。

■評価の観点

数量や図形などについての知識・理解

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ (2) １ ＦＥ∥ＢＣ と解答しているもの。 ◎

２ ＦＥ＝ＢＣ と解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は，錯角が等しくなるための，２直線の位置関係を理解していると考えら

れる。

○ 【解答類型２】は，錯角が等しくなるための関係に，ＦＥ＝ＢＣ が用いられていると捉

えたと考えられる。

設問(３)

趣旨

ある条件の下で，いつでも成り立つ図形の性質を見いだし，それを数学的に表現する

ことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし,平行線

の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。

■評価の観点

数学的な見方や考え方

9
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解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

９ (3) ∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧのそれぞれの大きさは変わらないことを解答しているもの。

１ （∠ＡＲＧの大きさは変わらないこと，∠ＡＳＧの大きさは変わらないことのい ◎

ずれかを解答しているものを含む。）

∠ＡＲＧ＝１０５°であり，∠ＡＳＧ＝７５°であることを解答しているもの。

２ （∠ＡＲＧ＝１０５°であること，∠ＡＳＧ＝７５°であることのいずれかを解答し ◎

ているものを含む。）

３
上記１，２以外で，∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさについて成り立つことを解答

◎
しているもの。

４ ∠ＡＲＧ＋∠ＡＳＧ＝１８０° と解答しているもの。

５
∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧのそれぞれの大きさは大きくなったり，小さくなったりす

ることを解答しているもの。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は，∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさについていつでもいえることとして，そ

れぞれの大きさは変わらないことを見いだすことができている。

○ 【解答類型２】は，∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさについていつでもいえることとして，

∠ＡＲＧ＝１０５°であり，∠ＡＳＧ＝７５°であることを見いだすことができている。

○ 【解答類型３】は，上記１，２以外で，∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさについて成り立つこ

とを見いだすことができている。

○ 【解答類型４】は，∠ＡＲＧと∠ＡＳＧの和はいつでも１８０°になることのほかに，

∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさについていつでもいえることを見いだすことができなかったと

考えられる。

○ 【解答類型５】は，△ＧＨＩを動かしたとき，∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさは変化すると捉

えたと考えられる。

9
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )

	

解
答
用
紙
（
正
答
（
例
））

Ⅳ
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※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

（
例
）
四
角
で
囲
ん
だ
４
つ
の
数
の
和
は
，

左
上
の
数
と
右
下
の
数
の
和
の
２
倍
で
あ
る
。

２
x
＋
８
y

２
x
＋
８
０
０
＝
４
x
＋
５
０
０

影
の
長
さ

経
過
し
た
時
間

５
４

４
×
１
５

（
例
）
４
（
n
＋
３
）

n
＋
３
は
自
然
数
だ
か
ら
，
４
（
n
＋
３
）
は

４
の
倍
数
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
，
四
角
で
４
つ
の
数
を
囲
む
と
き
，

４
つ
の
数
の
和
は
い
つ
で
も
４
の
倍
数
で
あ
る
。
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※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

Ｃ

（
例
）
∠
Ａ
Ｒ
Ｇ
，
∠
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

大
き
さ
は
変
わ
ら
な
い
。

（
例
）
原
点
Ｏ
を
通
る
直
線
の
グ
ラ
フ
を
か
き
，

y
＝
１
２
０
の
と
き
の
x
座
標
を
読
む
。

６

（
例
）
２
つ
の
度
数
分
布
多
角
形
が
同
じ
よ
う
な
形

で
，
６
時
間
未
満
の
度
数
分
布
多
角
形
よ
り
も

６
時
間
以
上
の
度
数
分
布
多
角
形
の
方
が
右
側

に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
日
照
時
間
が
６
時
間

以
上
の
日
は
，
６
時
間
未
満
の
日
よ
り
気
温
差

が
大
き
い
傾
向
に
あ
る
。

（
例
）

Ａ
Ｂ
＝
Ｃ
Ｅ

…
…
①

Ｂ
Ｃ
＝
Ｅ
Ａ

…
…
②

①
，
②
よ
り
，
２
組
の
向
か
い
合
う
辺
が

そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
四
角
形
は
，
平
行
四
辺
形

で
あ
る
。

Ｆ
Ｅ
∥
Ｂ
Ｃ
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋）

	

点
字
問
題
（
抜
粋
）

Ⅴ
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点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように，例えば，次のような配慮を行っている。

（１） 問題文などの記述及びレイアウト等について

必要に応じて 文章や図表等の記述を変更したり 提示する順序を入れ替えたり，

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。

（２） 図やグラフの提示の仕方について

提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは

点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。

（３） 出題形式の変更及び代替問題について

児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。
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＜点字問題における具体的な配慮例＞

【通常問題】 ８
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【点字問題】 ８

本問では，主に次のような配慮を行った。

通常問題では，最高気温，最低気温，気温差，日照時間，最大瞬間風速，降水
量を表で示している。点字で学習する生徒にとっては，限られた時間内で，表か
ら必要な情報を読み取ることは負担が大きい。そこで，「調べたこと」の表を削除
した。また，各設問の表や図の見せ方を適宜工夫した。

＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞

（中略） （中略）

（以下略） （以下略）
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【拡大文字問題】 ６ 
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